
震災犠牲者の行動を記録するデジタルアーカイブ。遺訓を後世に伝えようと、活用が広がっている

アンドルー・ゴードン教授

　「震災犠牲者の行動記録」の

デジタルアーカイブは、パソコ

ンやスマートフォンで見ること

ができます。スマホのサイトは

２次元バーコード（ＱＲコード）

からアクセスが可能です。岩手

日報社のホームページからもア

クセスできます。

「犠牲者の行動記録」の紙面を使い、奈良県で講演した（左から）

及川征喜さん、小林信雄さん、松坂泰盛さん＝陸前高田市気仙町

報道部の鹿糠敏和記者から「震災犠牲者の行動記録」の説明を

受け、自分ならどこへ逃げるかを考える児童＝滝沢市・柳沢小

　
県
内
の
学
校
で
展
開
さ
れ
て
い
る
復
興
教
育
に
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用
を
取
り
入
れ
る
動
き
が

出
て
い
る
。
犠
牲
者
一
人
一
人
の
命
の
尊
さ
や
、
避

難
の
大
切
さ
を
学
ぶ
。
中
核
的
な
教
員
養
成
を
目
指

す
岩
手
大
教
職
大
学
院
で
も
、
大
学
院
生
が
活
用
方

法
を
探
る
特
別
ゼ
ミ
が
開
か
れ
た
。

　
滝
沢
市
の
柳
沢
小
（
鈴
木
亨
校
長
、
児
童
�
人
）

で
は
�
日
、
本
紙
記
者
が
５
、
６
年
�
人
に
授
業
を

行
っ
た
。
被
災
体
験
談
を
話
し
た
後
、
「
震
災
犠
牲

者
の
行
動
記
録
」
を
使
っ
て
津
波
襲
来
ま
で
の
避
難

の
様
子
を
紹
介
。
動
き
を
見
た
児
童
は
、
ど
う
す
れ

ば
津
波
か
ら
命
を
守
れ
る
か
を
考
え
た
。

は

る

が

　
高
橋
悠
雅
君
（
５
年
）
は
「
画
面
で
は
点
だ
が
、

そ
の
一
つ
一
つ
は
命
だ
。
津
波
が
来
な
い
と
思
っ
て

逃
げ
な
か
っ
た
人
や
体
が
不
自
由
な
人
を
助
け
に
戻

っ
た
人
が
い
た
こ
と
に
は
驚
い
た
。
こ
こ
は
火
山
が

近
く
に
あ
る
の
で
避
難
訓
練
を
し
っ
か
り
や
り
、
ど

う
や
っ
て
逃
げ
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
教
訓

を
心
に
刻
ん
だ
。

　
５
月
末
に
は
、
岩
手
町
の
沼
宮
内
高
で
も
展
開
。

生
徒
か
ら
は
「
避
難
訓
練
は
真
剣
に
行
う
」
「
自
分

や
周
り
の
人
の
命
を
大
切
に
す
る
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
岩
手
大
の
教
職
大
学
院
で
は
、
現
場
経
験
が
豊
富

な
教
員
を
含
む
大
学
院
生
�
人
が
「
復
興
教
育
特
別

ゼ
ミ
」
と
し
て
、
行
動
記
録
の
活
用
方
法
を
考
察
。

避
難
訓
練
時
に
使
う
ほ
か
、
逃
げ
方
や
災
害
弱
者
に

対
し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
な
ど
、
子
ど
も

が
主
体
的
に
学
ぶ
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

や
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
教
育
に
新
聞
を
）
の
観
点
か
ら
も
可

能
性
が
示
さ
れ
た
。

「震災犠牲者の行動記録」　岩手日報社が３月、

首都大学東京の渡辺英徳准教授の研究室と共同

で、震災犠牲者の地震発生時から津波襲来時までの行動

をまとめたデジタルアーカイブ。犠牲者２１３５人の行動を

分析し、うち居場所が詳細に判明した犠牲者１３２６人の動

きを地形の分かる立体的な地図上で再現した。遺族の了

解を得た犠牲者６８７人は実名で掲載した。世界の津波被

災地などからも注目を集めたことから英語とインドネシ

ア語版も制作した。

　
米
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
で
東
日
本
大

震
災
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構

築
し
、
震
災
後
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出

席
の
た
め
本
県
を
訪
れ
た
こ
と
も
あ

る
同
大
歴
史
学
部
の
ア
ン
ド
ル
ー
・

ゴ
ー
ド
ン
教
授
に
、
「
震
災
犠
牲
者

の
行
動
記
録
」
の
可
能
性
な
ど
を
聞

い
た
。

　
　
　
　
◇
　
　
◇

　
行
動
記
録
を
悲
痛
な
思
い
で
見

た
。
強
烈
な
印
象
を
与
え
る
も
の
で

あ
り
、
あ
る
意
味
、
見
る
の
が
つ
ら

い
部
分
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ

れ
が
（
犠
牲
者
が
亡
く
な
っ
た
と
い

う
）
行
動
の
結
末
を
分
か
っ
て
い
る

か
ら
だ
。
だ
が
、
遺
族
が
犠
牲
者
の

行
動
を
公
に
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

自
分
た
ち
の
経
験
を
次
世
代
の
防
災

教
育
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
証

し
だ
と
思
う
。

　
ア
ー
カ
イ
ブ
を
残
す
こ
と
に
は
複

数
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
痛
ま
し

い
震
災
の
記
憶
を
地
域
の
た
め
に
保

存
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
。
も
う
一

つ
は
、
同
じ
よ
う
な
津
波
が
あ
っ
た

と
き
に
最
善
の
避
難
行
動
や
災
害
へ

の
対
応
を
学
べ
る
可
能
性
を
提
供
で

き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
今
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
震
災
ア

ー
カ
イ
ブ
と
「
犠
牲
者
の
行
動
記
録
」

を
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
大
変
関
心
を

持
っ
て
い
る
。
現
在
、
ア
ー
カ
イ
ブ

を
再
構
築
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
つ
な
が
り
を
よ

り
強
固
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
そ
の
手
法
に
つ
い
て
は
、
客
員
研

究
員
を
務
め
る
首
都
大
学
東
京
の
渡

辺
英
徳
准
教
授
と
も
話
し
合
っ
て
い

く
。
岩
手
日
報
社
の
記
事
を
「
ニ
ュ

ー
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」に
入
れ
た
り
、

行
動
記
録
を
わ
れ
わ
れ
の
マ
ッ
プ
上

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
。

　
ア
ー
カ
イ
ブ
同
士
を
つ
な
げ
て
い

こ
う
と
い
う
考
え
は
、
日
米
両
国
や

そ
れ
以
外
の
国
に
も
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
行
動
記
録
は
英
訳
も
公
開
し
て

お
り
、
わ
れ
わ
れ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
以

外
と
も
広
く
連
携
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
思
う
。

（
談
）

　
ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
氏
　
ハ
ー
バ

ー
ド
大
で
博
士
号
。
�
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大

教
授
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
長
な

ど
を
歴
任
し
、
現
在
は
歴
史
学
部
教
授
。

同
研
究
所
で
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ

を
構
築
し
た
。
�
歳
、
ボ
ス
ト
ン
出
身
。

　
「
震
災
犠
牲
者
の
行
動
記
録
」
の
活
用
が
進
ん
で

い
る
。
県
内
の
被
災
者
が
復
興
の
現
状
や
教
訓
を
伝

え
る
講
演
時
に
使
っ
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

の
公
開
デ
ー
タ
で
避
難
行
動
の
分
析
を
進
め
る
研
究

者
も
い
る
な
ど
、
記
録
を
多
角
的
に
生
か
す
試
み
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
陸
前
高
田
市
の
金
剛
寺
住
職
小
林
信
雄
さ
ん

（�
）、
市
教
育
委
員
長
の
松
坂
泰
盛
さ
ん
（�
）、
及

川
征
喜
さ
ん
（�
）の
３
人
は
３
月
、
奈
良
教
育
大
で

講
演
し
た
際
、
行
動
記
録
が
載
っ
た
本
紙
を
紹
介
。

「命
を
守
る
５
年
の
誓
い
」
を
掲
げ
、
避
難
の
重
要
性

を
訴
え
た
。

　
３
人
は
同
大
の
文
化
遺
産
調
査
に
協
力
し
た
縁
で

招
か
れ
た
。紙
面
を
見
た
及
川
さ
ん
は
「低
地
の
避
難

所
に
人
が
集
ま
る
な
ど
当
時
の
状
況
が
分
か
り
、
奈

良
の
人
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
」と
振
り
返
る
。

　
小
林
さ
ん
は
「
こ
ん
な
記
事
は
見
た
こ
と
が
な
く

驚
い
た
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
も
い
つ
来
る
か
分

か
ら
な
い
の
で
、
教
訓
を
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
語

り
、
松
坂
さ
ん
も
「
大
学
や
教
育
で
活
用
す
べ
き
だ

と
思
う
」
と
強
調
す
る
。

　
日
本
地
震
工
学
会
の
研
究
者
は
公
開
デ
ー
タ
を
使

い
、
避
難
の
問
題
や
生
死
を
分
け
た
要
因
な
ど
を
検

証
。
現
在
は
３
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
む
。
岐
阜
大
の

小
山
真
紀
准
教
授
（
地
域
防
災
学
）
は
「
生
き
残
っ

た
人
の
デ
ー
タ
だ
け
で
は
良
い
方
に
修
正
が
か
か

る
。
亡
く
な
っ
た
人
の
価
値
あ
る
デ
ー
タ
だ
」
と
評

価
す
る
。

　
奈
良
県
立
医
大
の
周
藤
俊
治
講
師
（
医
療
情
報
学

・
地
域
医
療
学
）
は
生
物
統
計
学
の
初
回
講
義
で
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
取
り
上
げ
た
。「遺
族
へ
の
取

材
を
基
に
し
た
労
力
の
か
か
っ
た
情
報
。
学
生
が
可

視
化
さ
れ
て
い
な
い
部
分
の
切
な
さ
を
感
じ
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
地
震
へ
の
備
え
を

喚
起
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
を
日
常
で
使
え
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
岩
手
日
報
社
が
首
都
大
学
東
京

ひ
で
の
り

の
渡
辺
英
徳
准
教
授
の
研
究
室
と

共
同
で
制
作
し
た
、
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
「
震
災
犠
牲
者
の
行
動

記
録
」
は
、
�
カ
国
か
ら
ア
ク
セ

ス
が
あ
る
な
ど
世
界
に
広
が
っ
て

い
る
。
貴
重
な
遺
訓
を
発
信
し
な

が
ら
、
今
後
も
防
災
教
育
に
生
か

し
て
い
く
。

　
行
動
記
録
は
３
月
に
日
本
語
で

公
開
。
国
外
か
ら
も
反
響
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
英
語
版
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
版
を
制
作
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
ア
ジ
ア
、
北
米
、
南
米
、

ロ
シ
ア
、
欧
州
な
ど
か
ら
４
万
５

千
件
以
上
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
る
。

　
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
の
被
災
地
で

あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
チ
ェ
・

イ
ン
ド
洋
研
究
国
際
セ
ン
タ
ー
の

ム
ハ
マ
ド
・
リ
ザ
・
ナ
ー
デ
ィ
ン

研
究
員
（�
）は
「
被
災
地
以
外
の

人
た
ち
も
災
害
の
教
訓
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
、
す
ご
い
記
録
だ
。

犠
牲
者
に
対
し
て
は
心
が
痛
む

が
、
過
去
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
将
来

的
に
、
津
波
災
害
の
犠
牲
者
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と

期
待
を
寄
せ
る
。
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